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政府は、現行の健康保険証を廃止して、　「マイナ保険証」へ原則一本化す
る方針を決定しました。

しかしながら、マイナ保険証への原則一本化は、多くの問題をはらんでい
ます。

そこで、マイナ保険証への原則一本化について問題提起を行い、議論を深
めたいと思います。
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